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論文の内容の要旨 
 
論文題目： 『「イロニー」と「文」――西脇順三郎の詩学理論を手掛りに』 

氏   名： 林 少陽 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本論文は、「イロニー」という、西洋の文学的・哲学的概念の整理を通して、それと関連付け

ながら「文
ぶん

」という漢字圏固有の思想的文学的概念を究明し、世界の東西の文化圏における文学

に対するもっとも根源的思索の歴史の一側面を総合し、理論的に再構築しようと試みるものであ

る。「イロニー」と「文」との関連という本論文のテーマに関わる問いは、ひとりの日本人文学

者――具体的には詩人であり詩論家でもある――、西脇順三郎（1894―1982）によって問いかけ

られたものである。西脇は、生涯を通じて、詩とは「イロニイ」であると主張していた。「イロ

ニイ」の「詩学」に関する彼の議論は、フランスの近代詩、とりわけ象徴派の理論に示唆されつ

つ、彼の中にある老荘的な言語思想と結びつけられながら再構築されたところが特徴的である。

「ポエジイ＝「イロニイ」＝「文」という西脇詩学の式によって触発された問題は、中国や日本

の近代における言語と思想との関係を考えるに際して、重要である。その理由の一つとしては、

「文」は、漢字圏の固有の概念でありながら、中国と日本の近代においてむしろ忘却された概念

だからである。「文」と漢字圏における近代との関係を新たに考えることは、西脇の意図の外で

はあれ、これまでの思想史や批評史研究の一つの空白領域に入ることをも意味するものである。 
 本論文は、西脇の「イロニイ」という概念を、西洋的な修辞理論からいったん切り離し、敢え

て漢字圏思想史における「文」の概念に引き寄せて解き明しつつ、そのことを通して「修辞」と

いう概念を「レトリック」という翻訳語としてでなく、その二字熟語が漢字圏において歴史的に

機能してきた思想的・文学的役割を整理するところから位置付けなおしたものである。また、そ

の過程で見えてきた「興
きょう

」という概念とそれに関わる「象」や「徴」の概念、「反」とそれに関

わる「矛盾」といった漢字語概念の、思想史・批評史上への新たなる位置づけを行った。その中

で「反」と比喩的な表現としての「矛盾」概念に関して漢字圏の「矛盾」解釈史を総括しつつ、

特に毛沢東（1893－1976）とフランスのルイ・アルチュセール（1918－1990）の解読との比較で

分析した。さらに歴史的に「文」を説明するために、清朝末期・民国初年に活躍していた思想者

章炳麟
しょうへいりん

（太炎、1869－1936）の「文」と「修辞」解釈を取り上げた。この意味において本論文
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は、「文」の概念に関わる、これらの概念に関する思想史・批評史的な概念史の研究でもある。 

西脇における「イロニイ」概念を西脇の問題意識の内部で研究した本論文は、結果として西洋

における近代以来の「イロニー」を批判的に再検定する過程を経ざるを得なかった。まず西洋の

それに対する批判的検定の整理に当たっては、本論文第Ⅰ部において、ヘーゲルのイロニー、即

ち絶対的な実在としてすべてのものの根拠となる理念を実現させる手段としてのヘーゲルの「イ

ロニー」を取り上げた。次に、キルケゴールの、実存や主体的個別性を強調した、「主体性の規

定」としてのイロニーが取り上げられた。そして最も重要なのが、言語論的なイロニーである。

一方に初めて
、、、

言語論的視点においてヘーゲル主義に反旗を翻したケネス・バークの、「言葉はす

べて否定的な前提によって生まれた産物」という視点からとらえられた｢イロニー｣の概念がある。

他方でポール・ド・マンは Fr・シュレーゲルの悟性的言語における理解の限界性としての「イ

ロニー」を発展させながら、読書主体と記号体系との間の乖離、経験的自我と記号化された自我

との間の乖離、自我自体の二重化、等々といった乖離を明らかにした上で、ヘーゲル的な「歴史」、

即ち目的論的な発展経過の秩序または神的理性の顕現としての秩序に対して一つの撹乱する装

置としての「イロニー」を取り上げたのである。 

日本の批評史においては、中村雄二郎（1925－）と前田愛（1931 年―1987 年）が修辞学を復

権させる立場において評価すべき業績を残した。ただし、両者の修辞理論における「イロニー」

への接近には挫折がともなっていた。なぜならば、二人とも日本語の文脈に身を置きながらも、

デカルト以後の二元論的思考の伝統から完全に逸脱できていない西洋の修辞批判にばかり着目

していたからである。そして、この時代の修辞批評の意味と限界を検討する文脈において、その

次に登場した批評家である柄谷行人（1941－）は、自他の問題の乖離、倫理と存在の乖離を前提

にする実存主義的「ユーモア」または｢イロニー｣について論じたのである。 

また、上のような「イロニー」解釈を念頭に置きつつ、本論文では西脇の「文
、
」という概念の

、、、、、、

別名としての
、、、、、、

「イロニー
、、、、

」概念
、、

について検証した。つまり、本論文第Ⅱ部での修辞批評史の整理

を経たうえで、西脇の「イロニイ」の詩学を彼の「文」の意識との関連から批評史に位置付けな

おす、というプロセスを取ったのである。そこで本論文は、西脇の「イロニイ」解釈を、いまま

で東/西､古/今、アルファベット圏/漢字圏、日本/中国といった二項対立的な世界像を無効化し、

つねにそれを混合させ、交通させたものとしてとらえようとした。このような西脇における「イ

ロニイ」または「文」概念は、日本の 70 年代以来の修辞批評の限界を説明できるものとして位

置づけなおすことができるのだろう。 

本論文の用語の「修辞批評」は、言語的視点または「文」を基とする批評理論を指すものであ

る。日本近代文学における「修辞批評」の系譜にある夏目漱石や、横光利一から、西脇順三郎に

いたる問題の提起は、いずれも近代批評に対する批判意識に基づく文学的実践として再定義でき

る。このような視点において本論文は、特に夏目漱石の『文学論』を例に、漱石の文学理論と翻

訳語としての「歴史」「文学」との関係を明らかにしようとしながら、特に漱石の『文学論』に

おける「文」と「史」と彼の心理学的方法論との関連を論じた。とりわけ西洋/東洋のような二

項対立を相対化する意味において、漱石における西洋心理学の影響が彼における「漢学」とどの
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ように結合したのか明らかにしようとした。こうした研究は近代における、西洋中心的色彩の強

い『文学論』解読史を批判的に見ることをも意味しているものである。 
日本や中国の近代批評史は、19 世紀ヨーロッパの歴史主義とその基とされているヘーゲル主

義的観念論および合理主義の一変種としての科学実証主義の影響が強く、「歴史」を「理性」の

実現の場と見て、目的論的社会進化論的色彩を有しているヘーゲル主義的近代主義の歴史観の深

い支配下に置かれている。この意味において本論文は、日本と中国近代における「修辞批評」の

希薄な歴史ないし不在の歴史を告発し、批判する試みでもある。それは、漢字圏思想史の核心的

な概念であるはずの「文」と、その問題の系譜にある「修辞」という概念が近代中国と日本の思

想史的叙述、とりわけ近代中国の思想史的叙述において完全に消えてしまったままであることに

対する批判でもある。特に後者に関してはまだ沢山の課題を残しているが、「文」という概念を

中心とした「修辞批評」の復権が、「近代」の深い支配からの解放という重任と直結しているこ

とは明らかである。この意味において漱石らの提起した「文」という概念は、東アジア、取り分

け中国における近代的な学術史に潜むイデオロギー性を批判的に再整理する必要性を提示した

ものである。 

本論文の「結論」の部分において「文」と「ドクマ的コミュニケーション」との対照・比較を

しながら、「文」は、ドクマ的コミュニケーションが基にしている秩序、規範、法、制度とは常

に対立的な関係にあるものであることを明らかにした。この意味において「文」の提起した問題

は、「主体」が言語的に操られる服従を強いられることに対して、如何に言葉の権力性に依存せ

ず・支配されずに主体性を保持するのかという問題でもある。「文」の生成はつねに言葉の秩序

を撹乱するものとして境界の画定を破壊する実践であるがゆえに、「文」はドクマ的なるものを

相対化することができる。この意味において「文」はほかならず、如何に暴力を介さない形で他

者とコミュニケーションをするのか、という問題に関わる可能性そのものなのだ。この意味にお

いて本論文で再構築した「文」という概念は、伝達の暴力性の問題を問い直す概念でもある。 
本論文は「修辞立其誠」という言葉の再提起によって「文」と倫理性との関係を再三議論した

が、「文」の問題提起はさらに主体との関連で近代における倫理的、美的なものを考察する一つ

の契機をわれわれに与えたのである。なぜなら、漢字圏の批評概念としての「文」は、美的なも

のと倫理的なものとの不可分性を主張してきたのであるが、美的なものと倫理的なものの近代に

おける二分割は、近代における「文」の運命と、そして「主体」のあり方の変容と無関係ではな

いからである。 

漢字圏における「近代」において事実上の死刑を宣告された「文」という概念は、実際未完の

プロジェクトであることを明らかにしようとしたのが本論文の意図であるの中心の一つである。

未完のプロジェクというのは、繰り返し強調したように、「文」が主体性と直結している問題だ

からである。これがドクマ的なものが横行している今日において「文」という概念が含有してい

る政治的思想的可能性である。 
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